
議
案
第
42
号 

平
成
28
年
度
湖
南
市

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
3
号
）

問　

庁
舎
維
持
管
理
経
費

で
、庁
舎
整
備
計
画
検
討

委
員
会
の
委
員
報
酬
の
補

正
予
算
は
、本
来
、予
算
措

置
を
し
て
か
ら
開
催
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

本
来
は
、
予
算
が
決

定
し
て
か
ら
第
1
回
目
の

委
員
会
を
開
く
の
が
正
し

い
や
り
方
で
す
が
、
時
間
の

都
合
上
、
開
催
し
ま
し
た
。

委
員
の
方
に
は
、
ま
だ
報

酬
は
支
払
っ
て
い
ま
せ
ん
。

問　

地
域
総
合
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業
の
詳
細
は
。

答　

太
陽
光
発
電
施
設

整
備
事
業
は
、
平
成
24
〜

28
年
度
に
県
が
獲
得
し

た
国
の
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
基
金
の
中
か
ら
、

平
成
26
年
度
は
、
給
食
セ

ン
タ
ー
に
1
台
設
置
さ

れ
、
今
年
度
の
当
初
予
算

で
市
民
産
業
交
流
促
進

施
設
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
補
正
分
は
、
下
田

保
育
園
設
置
予
定
分
を
、

み
く
も
地
域
人
権
福
祉
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー
に
設
置

す
る
も
の
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

　
　
　

議
案
第
44
号 

平
成
28
年
度
湖
南
市

介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
1
号
）

問　

申
請
手
順
と
、何
人

分
か
。

答　

行
方
不
明
高
齢
者

に
G
P
S
発
信
機
を
持
っ

て
も
ら
い
探
す
シ
ス
テ
ム

で
、
要
綱
に
基
づ
い
て
、
家

族
に
申
請
し
て
も
ら
い
ま

す
。
7
千
円
の
費
用
補
助

で
、
20
人
分
の
予
定
で
す
。

半
径
10
m
範
囲
を
、
ピ
ン

ポ
イ
ン
ト
で
探
索
で
き
ま

す
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
把
握
し
て
い
る
徘

徊
高
齢
者
数
は
、
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら
の
聞
き

取
り
に
よ
る
と
約
50
人
で
、

事
前
登
録
者
は
そ
の
半
分

で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
40
号

湖
南
市
議
会
議
員
及
び

湖
南
市
長
の
選
挙
に
お

け
る
選
挙
運
動
の
公
費

負
担
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

平
成
26
年
4
月
の
消
費

税
3
％
増
税
に
伴
っ
て
公

職
選
挙
法
施
行
令
が
改
正

さ
れ
、
公
費
負
担
を
変
更

す
る
条
例
制
定
で
す
。

問　

条
例
の
改
定
時
期
は

他
市
と
比
べ
て
ど
う
か
。

答　

公
職
選
挙
法
施
行
令

の
改
定
時
期
は
参
議
院
通

常
選
挙
開
催
の
3
年
毎
と

な
り
、
消
費
増
税
を
経

て
、
今
回
の
条
例
改
定
と

な
り
ま
し
た
。
他
市
町
村

に
よ
り
多
少
の
ず
れ
は
あ

る
が
同
時
期
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。
施
行
時
期
に
つ
い

て
は
議
会
の
議
決
後
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

　議
案
第
49
号 

字
の
区
域
及
び
名
称
の

変
更
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
50
号 

旧
慣
使
用
権
の
廃
止
に

つ
い
て

問　

旧
慣
使
用
権
の
補
償

率
90
％
の
決
定
方
法
や
他

市
と
の
比
較
は
。

答　

旧
甲
西
町
か
ら
の
慣

例
で
、
法
的
に
決
め
ら
れ
て

い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

当
時
の
地
元
に
お
け
る
旧

慣
使
用
へ
の
貢
献
度
に
よ
っ

て
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
他

市
で
の
補
償
率
は
、
90
％
も

あ
れ
ば
1
0
0
％
も
あ
り
ま

す
。

問　

旧
慣
使
用
の
人
的
負

担
や
税
制
負
担
は
。

答　

日
々
の
管
理
は
地
元

で
負
担
さ
れ
て
い
る
が
、
固

定
資
産
税
は
非
課
税
と
な
っ

て
い
ま
す
。
当
時
の
管
理
負

担
と
現
在
の
管
理
負
担
で

は
大
き
な
差
が
存
在
し
、
今

ま
で
ど
お
り
の
慣
例
の
補
償

率
で
は
な
く
、再
考
し
て
い
く

べ
き
と
考
え
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
52
号 

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

甲
西
中
学
校
建
築
工

事
に
関
す
る
契
約
の
締

結
に
対
し
、
一
般
競
争
入

札
を
経
て
奥
田
・
伊
藤
建

設
工
事
共
同
企
業
体
が

18
億
5
3
9
9
万
2
8
0
0

円
で
請
け
負
う
も
の
で
す
。

問　

最
低
制
限
価
格
と
予

定
価
格
を
把
握
で
き
る
職

員
は
。

答　

以
前
は
、
副
市
長
が

契
約
審
査
会
と
し
て
担
当

し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在

は
総
務
課
長
と
担
当
者
1

名
の
計
2
名
の
み
し
か
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
市
長
、
副
市
長
、
総

務
部
長
も
知
ら
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

問　

18
億
を
超
え
る
建
築

工
事
が
8
千
円
差
と
い
う

価
格
で
落
札
さ
れ
た
こ
と

に
不
正
を
感
じ
な
か
っ
た

の
か
。

答　

僅
差
は
珍
し
い
こ
と

で
は
あ
る
が
、
最
低
制
限

価
格
は
、
国
や
他
市
と
同

様
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

湖
南
市
最
低
制
限
価
格
制

度
実
施
要
綱
に
明
記
し
て

い
る
た
め
、
機
械
的
に
当

て
は
め
れ
ば
あ
る
程
度
の

推
測
は
可
能
で
す
。
ま

た
、
石
部
小
学
校
改
築
工

事
と
い
う
類
似
事
業
も

あ
っ
た
た
め
、
入
札
金
額

を
設
定
す
る
企
業
に
と
っ

て
も
精
度
の
高
い
推
測
が

で
き
る
状
態
に
あ
っ
た
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
入
札

者
5
社
の
入
札
金
額
に
大

き
な
差
が
出
な
か
っ
た
こ

と
も
そ
の
た
め
で
は
な
い

か
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問　

今
後
の
入
札
制
度
に

対
し
、
地
縁
の
あ
る
企
業

を
守
る
た
め
の
考
え
方

は
。

答　

入
札
全
般
に
お
い
て

預
か
っ
た
税
を
無
駄
な
く

活
用
し
費
用
対
効
果
を
高

め
る
た
め
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
地
元
企
業
を

守
る
た
め
に
も
総
合
評
価

方
式
を
導
入
す
る
な
ど
、

で
き
る
こ
と
か
ら
改
善
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

G
P
S
発
信
器

予算常任委員会

総務常任委員会
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